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（
二
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二
七

五
三

三　

調
査
結
果
の
集
計
と
分
析
（
つ
づ
き
）

　

二　
「
人
事
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
問
題
の
認
識
」
の
集
計
と
分
析

　

本
節
で
は
、
各
自
治
体
に
お
け
る
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
問
題
の
認
識
に
つ
い
て
の
問
で
あ
る
「
人
事
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る

問
題
の
認
識
」（
問
₂
）
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

　

は
じ
め
に
問
₂
の
集
計
結
果
全
体
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
問
₂
の
集
計
結
果
の
全
体
に
つ
い
て
は
、〔
表―

７
〕
お
よ
び
〔
図―

３
〕
の

自
治
体
の
人
事
に
関
す
る
研
究
（
二
）

　
　

―

全
国
自
治
体
の
実
態
調
査
結
果
を
中
心
に

東
北
公
益
文
科
大
学
教
授 　

出

井

信

夫

東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院 　

小

野

英

一

一　

は
じ
め
に

二　

自
治
体
の
人
事
に
関
す
る
全
国
自
治
体
実
態
調
査
に
つ
い
て

三　

調
査
結
果
の
集
計
と
分
析

　
一　
「
現
在
の
人
事
に
お
け
る
取
組
み
状
況
」
の
集
計
と
分
析
（
以
上
、
89
巻
十
一
号
）

　
二　
「
人
事
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
問
題
の
認
識
」
の
集
計
と
分
析

　
三　
「
今
後
の
取
組
み
に
対
す
る
必
要
性
の
認
識
」
の
集
計
と
分
析
（
以
上
、
本
号
）

四　

計
量
的
な
視
点
か
ら
の
分
析
結
果

五　

調
査
結
果
に
み
る
自
治
体
の
人
事
の
現
状
と
課
題

六　

お
わ
り
に
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　〔表―7〕　人事システムに対する問題の認識（問 ２）

　 問題はない
どちらかと
いえば問題
はない

どちらとも
言えない

どちらかと
いえば問題
がある

問題がある

年齢制限の問題
（Ｎ＝₁₆₇）

₈₂ ₄₁ ₂₇ ₁₂ ₅

₄₉.₁％ ₂₄.₆％ ₁₆.₂％ ₇.₂％ ₃.₀％

学歴制限の問題
（Ｎ＝₁₆₆）

₇₅ ₂₄ ₂₇ ₁₁ ₂₉

₄₅.₂％ ₁₄.₅％ ₁₆.₃％ ₆.₆％ ₁₇.₅％

終身雇用原則の問題
（Ｎ＝₁₆₆）

₆₀ ₂₉ ₆₆ ₉ ₂

₃₆.₁％ ₁₇.₅％ ₃₉.₈％ ₅.₄％ ₁.₂％

年功序列原則の問題
（Ｎ＝₁₆₇）

₁₃ ₁₅ ₆₀ ₄₈ ₃₁

₇.₈％ ₉.₀％ ₃₅.₉％ ₂₈.₇％ ₁₈.₆％

内部補充原則の問題
（Ｎ＝₁₆₇）

₇₄ ₃₇ ₄₉ ₄ ₃

₄₄.₃％ ₂₂.₂％ ₂₉.₃％ ₂.₄％ ₁.₈％

外部公募採用なしの問題
（Ｎ＝₁₆₅）

₄₀ ₃₁ ₇₁ ₁₁ ₁₂

₂₄.₂％ ₁₈.₈％ ₄₃.₀％ ₆.₇％ ₇.₃％

昇任試験なしの問題
（Ｎ＝₁₆₈）

₂₄ ₃₀ ₅₆ ₂₅ ₃₃

₁₄.₃％ ₁₇.₉％ ₃₃.₃％ ₁₄.₉％ ₁₉.₆％

昇任希望者限定なしの問
題（Ｎ＝₁₆₈）

₂₂ ₃₀ ₆₆ ₃₀ ₂₀

₁₃.₁％ ₁₇.₉％ ₃₉.₃％ ₁₇.₉％ ₁₁.₉％

希望降任制度なしの問題
（Ｎ＝₁₆₈）

₁₂ ₇ ₄₃ ₅₉ ₄₇

₇.₁％ ₄.₂％ ₂₅.₆％ ₃₅.₁％ ₂₈.₀％

分限処分降任なしの問題
（Ｎ＝₁₆₈）

₅ ₁ ₁₇ ₄₈ ₉₇

₃.₀％ ₀.₆％ ₁₀.₁％ ₂₈.₆％ ₅₇.₇％

本人の選択余地不十分の
問題（Ｎ＝₁₇₀）

₂₀ ₃₀ ₇₆ ₃₂ ₁₂

₁₁.₈％ ₁₇.₆％ ₄₄.₇％ ₁₈.₈％ ₇.₁％

組織内公募なしの問題
（Ｎ＝₁₆₅）

₂₆ ₂₈ ₇₄ ₂₅ ₁₂

₁₅.₈％ ₁₇.₀％ ₄₄.₈％ ₁₅.₂％ ₇.₃％

ＦＡ制度なしの問題
（Ｎ＝₁₆₆）

₅₂ ₃₆ ₆₄ ₁₀ ₄

₃₁.₃％ ₂₁.₇％ ₃₈.₆％ ₆.₀％ ₂.₄％

専門職制度なしの問題
（Ｎ＝₁₆₆）

₁₅ ₂₃ ₈₀ ₃₉ ₉

₉.₀％ ₁₃.₉％ ₄₈.₂％ ₂₃.₅％ ₅.₄％

上司による人事評価なし
の問題（Ｎ＝₁₆₂）

₇ ₁ ₂₅ ₃₂ ₉₇

₄.₃％ ₀.₆％ ₁₅.₄％ ₁₉.₈％ ₅₉.₉％
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体
の
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事
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す
る
研
究
（
二
）
二
九

五
五

と
お
り
で
あ
る
。「
問
題
が
あ
る
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
分
限
処
分
降
任
な
し
の
問
題
」（
五

七
・
七
％
）、「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
な
し
の
問
題
」（
五
九
・
九
％
）
で
あ
る
。「
問
題
は
な
い
」

が
多
数
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
年
齢
制
限
の
問
題
」（
四
九
・
一
％
）、「
学
歴
制
限
の
問
題
」（
四
五

・
二
％
）、「
内
部
補
充
原
則
の
問
題
」（
四
四
・
三
％
）、「
特
別
職
ポ
ス
ト
へ
の
置
換
え
な
し
の
問
題
」

（
五
三
・
六
％
）
で
あ
る
。

　
「
年
齢
制
限
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
問
題
は
な
い
」
が
四
九
・
一
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

問
題
は
な
い
」
は
二
四
・
六
％
、合
わ
せ
て
七
三
・
七
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
問
題
が
あ
る
」

が
三
・
〇
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
は
七
・
二
％
、
合
わ
せ
て
一
〇
・
二
％
で
あ

り
、「
問
題
は
な
い
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
学
歴
制
限
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
問
題
は
な
い
」
が
四
五
・
二
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

問
題
は
な
い
」
は
一
四
・
五
％
、合
わ
せ
て
五
九
・
七
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
問
題
が
あ
る
」

が
一
七
・
五
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
は
六
・
六
％
、
合
わ
せ
て
二
四
・
一
％
で

あ
り
、「
問
題
は
な
い
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
。「
年
齢
制
限
」
と
「
学
歴
制
限
」
と
い
う
二
つ
の

従
来
の
採
用
試
験
の
制
限
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
比
較
し
た
場
合
、「
年
齢
制
限
」
よ
り
も
「
学

歴
制
限
」
の
方
が
、「
問
題
が
あ
る
」
の
割
合
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
問
₁
の
分
析
に

お
い
て
「
年
齢
制
限
の
撤
廃
」
と
「
学
歴
制
限
の
撤
廃
」
を
比
較
し
、「
学
歴
制
限
の
撤
廃
」
の
方

が
割
合
が
大
き
く
進
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
問
題
の
認
識
と
改
革
の
実
施
が
対
応

し
て
い
る
状
況
が
み
て
と
れ
る
。
な
お
、
自
治
体
区
分
別
の
特
徴
も
あ
り
、
自
治
体
規
模
が
大
き
い

ほ
ど
「
問
題
は
な
い
」
の
割
合
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

部下による人事評価なし
の問題（Ｎ＝₁₆₇）

₁₉ ₂₁ ₈₄ ₃₆ ₇

₁₁.₄％ ₁₂.₆％ ₅₀.₃％ ₂₁.₆％ ₄.₂％

外部団体との人事交流な
しの問題（Ｎ＝₁₆₅）

₂₅ ₂₄ ₇₆ ₃₂ ₈

₁₅.₂％ ₁₄.₅％ ₄₆.₁％ ₁₉.₄％ ₄.₈％

天下りの問題
（Ｎ＝₁₆₃）

₄₂ ₂₅ ₈₇ ₆ ₃

₂₅.₈％ ₁₅.₃％ ₅₃.₄％ ₃.₇％ ₁.₈％

特別職ポストへの置換え
なしの問題（Ｎ＝₁₆₆）

₈₉ ₂₀ ₅₃ ₃ ₁

₅₃.₆％ ₁₂.₀％ ₃₁.₉％ ₁.₈％ ₀.₆％
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　〔図―3〕　人事システムに対する問題の認識（問 2）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年齢制限の問題

学歴制限の問題

終身雇用原則の問題

年功序列原則の問題

内部補充原則の問題

外部公募採用なしの問題

昇任試験なしの問題

昇任希望者限定なしの問題

希望降任制度なしの問題

分限処分降任なしの問題

本人の選択余地不十分
の問題

組織内公募なしの問題

FA制度なしの問題

専門職制度なしの問題

上司による人事評価
なしの問題

部下による人事評価
なしの問題

外部団体との人事交流
なしの問題

天下りの問題

特別職ポストへの
置換えなしの問題

問題がある
どちらかといえば問題がある
どちらとも言えない
どちらかといえば問題はない
問題はない
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「
終
身
雇
用
原
則
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
三
九
・
八
％
で
最
も
多
く
、「
問
題
は
な
い
」
が
三
六
・
一

％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」
は
一
七
・
五
％
、
合
わ
せ
て
五
三
・
六
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
問
題
が
あ
る
」
は
一

・
二
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
が
五
・
四
％
、
合
わ
せ
て
六
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、「
問
題
は
な
い
」
が
約
半
数
で
「
問

題
が
あ
る
」
は
極
め
て
少
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
年
功
序
列
原
則
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
三
五
・
九
％
で
最
も
多
く
、「
問
題
が
あ
る
」
が
一
八
・
六

％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
は
二
八
・
七
％
、
合
わ
せ
て
四
七
・
三
％
で
あ
り
、「
問
題
が
あ
る
」
が
約
半
数
と
な
っ
て
い

る
。「
年
功
序
列
原
則
」
は
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
の
柱
で
あ
り
、
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
の
柱
に
お
い
て
、「
問
題
が
あ
る
」
が
約
半
数

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　
「
内
部
補
充
原
則
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
問
題
は
な
い
」
が
四
四
・
三
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」
は
二
二
・
二
％
、

合
わ
せ
て
六
六
・
五
％
と
「
問
題
は
な
い
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
。「
問
題
が
あ
る
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
を
合

わ
せ
て
も
四
・
二
％
と
極
め
て
低
く
な
っ
て
い
る
。「
終
身
雇
用
原
則
の
問
題
」
の
結
果
と
と
も
に
踏
ま
え
れ
ば
、
従
来
型
人
事
シ
ス
テ

ム
の
基
盤
で
あ
る
「
閉
鎖
型
任
用
制
」
を
構
成
す
る
基
本
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
内
部
補
充
原
則
」
お
よ
び
「
終
身
雇
用
原
則
」
に
お
い

て
「
問
題
は
な
い
」
が
「
問
題
が
あ
る
」
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、「
閉
鎖
型
任
用
制
」
に
対
す
る
問
題
の
認
識
は
少
な
い
と
い
う
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
「
外
部
公
募
採
用
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
三
・
〇
％
で
最
も
多
く
、「
問
題
は
な
い
」
が
二
四

・
二
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」
は
一
八
・
八
％
、
合
わ
せ
て
四
三
・
〇
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
問
題
が
あ
る
」
が

七
・
三
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
あ
る
」
は
六
・
七
％
、
合
わ
せ
て
一
四
・
〇
％
と
「
問
題
は
な
い
」
が
「
問
題
が
あ
る
」
を

上
回
っ
て
い
る
。「
外
部
公
募
採
用
」
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
幹
部
ポ
ス
ト
な
ど
に
民
間
企
業
経
験
者
や
専
門
的
技
術
・
知
識
・
資
格
を

有
す
る
人
材
を
外
部
か
ら
採
用
す
る
事
例
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
ト
レ
ン
ド
が
あ
り
、
本
調
査
に
お
い
て
も
二
五
・
五
％
と
約
四
分
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五
八

の
一
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、「
外
部
公
募
採
用
な
し
の
問
題
」
に
対
す
る
問
題
の
認
識
に
つ
い
て
は

少
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
「
昇
任
試
験
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
問
題
は
な
い
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」
が
合
わ
せ
て
三
二
・
二
％
、「
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
三
三
・
三
％
、「
問
題
が
あ
る
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
が
合
わ
せ
て
三
四
・
五
％
と
、
概
ね

三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
問
₁
の
分
析
に
お
い
て
、
地
方
公
務
員
法
上
、
県
と
政
令
指
定
都
市
に
つ
い
て
は
、
昇
任
は
競
争
試
験
に
よ
る

こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
都
道
府
県
の
八
四
・
二
％
が
法
制
度
の
趣
旨
に
反
し
て
「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
と
な
っ

て
お
り
、
反
対
に
政
令
指
定
都
市
は
七
一
・
四
％
が
「
実
施
し
て
い
る
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
を
前
述
し
た
が
、
問
題
の
認

識
に
お
い
て
も
都
道
府
県
は
「
問
題
は
な
い
」
が
三
三
・
三
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」
は
二
七
・
八
％
、
合
わ
せ
て
六

一
・
一
％
が
「
問
題
は
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
政
令
指
定
都
市
は
「
問
題
が
あ
る
」
が
四
二
・
九
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
問
題
が
あ
る
」
が
二
八
・
六
％
、
合
わ
せ
て
七
一
・
五
％
が
「
問
題
が
あ
る
」
と
な
っ
て
お
り
、
結
果
は
分
か
れ
た
。
都
道
府
県
に
お

い
て
、
地
方
公
務
員
法
上
、
昇
任
は
競
争
試
験
に
よ
る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、「
昇
任
試
験
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
六

一
・
一
％
が
「
問
題
は
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
公
務
員
の
人
事
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
「
制
度
趣
旨
と
運
用
実
態
の
か
い
離
」
が
定

着
し
て
い
る
状
況
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
「
昇
任
希
望
者
限
定
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
問
題
は
な
い
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」
が
合
わ
せ
て
三
一
・
〇
％
、

「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
三
九
・
三
％
、「
問
題
が
あ
る
」、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
が
合
わ
せ
て
二
九
・
八
％
と
、
概

ね
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。「
昇
任
希
望
者
限
定
」
を
「
実
施
も
検
討
も
し
て
い
な
い
」
場
合
、「
本
人
の
希
望
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
」
あ

る
い
は
「
本
人
の
希
望
に
反
し
て
」
昇
任
し
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
が
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
述
し
た
が
、「
昇
任
希
望
者
限

定
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
三
一
・
〇
％
が
「
問
題
は
な
い
」
と
認
識
し
て
い
る
実
態
に
あ
る
。

　
「
希
望
降
任
制
度
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
問
題
が
あ
る
」
が
二
八
・
〇
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
が
三
五
・
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五
九

一
％
、
合
わ
せ
て
六
三
・
一
％
と
「
問
題
が
あ
る
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
下
方
硬
直
性
が
あ

り
、
上
位
の
職
位
に
お
け
る
高
い
職
責
を
望
ま
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
他
様
々
な
理
由
・
事
情
に
よ
り
、
職
員
本
人
が
下
位
の
職
位
へ
の

降
任
を
希
望
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
降
任
が
な
さ
れ
ず
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
適
材
適
所
の
人
事
の
観
点
か
ら
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
き
た
が（
小
野
英
一
「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
首
長
と
部
局
長
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て―

Ｎ
Ｐ
Ｍ
（
ニ
ュ

ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
も
と
に
」
二
〇
〇
七
年
度
東
北
公
益
文
科
大
学
大
学
院
公
益
学
研
究
科
修
士
論
文
）、
当
項
目
の
調
査
結
果
は
、
自
治
体

で
の
そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
の
問
題
認
識
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
「
分
限
処
分
降
任
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
問
題
が
あ
る
」
が
五
七
・
七
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
は
二
八
・

六
％
、
合
わ
せ
て
八
六
・
三
％
と
「
問
題
が
あ
る
」
が
極
め
て
多
数
と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、
分
限
処
分
に
よ
る
降
任
に
つ
い

て
は
、
実
際
に
は
制
度
の
運
用
レ
ベ
ル
で
実
施
が
困
難
と
な
っ
て
休
眠
中
と
も
い
え
る
状
況
に
あ
る
が
、
地
方
公
務
員
法
上
、
公
務
の
能

率
の
維
持
お
よ
び
そ
の
適
正
な
運
営
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
不
適
格
者
や
勤
務
成
績
不
良
者
に
対
す
る
分
限
処
分
の
制
度
が
規
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
分
限
処
分
降
任
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
多
数
の
割
合
の
自
治
体
が
問
題
認
識
を
持
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

以
上
か
ら
、「
昇
任
」
に
関
わ
る
「
昇
任
試
験
な
し
の
問
題
」
お
よ
び
「
昇
任
希
望
者
限
定
な
し
の
問
題
」
と
、「
降
任
」
に
関
わ
る
「
希

望
降
任
制
度
な
し
の
問
題
」
お
よ
び
「
分
限
処
分
降
任
な
し
の
問
題
」
を
比
較
す
る
と
、「
昇
任
」
に
お
け
る
問
題
の
認
識
よ
り
も
「
降

任
」
に
お
け
る
問
題
の
認
識
の
方
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
本
人
の
選
択
余
地
不
十
分
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
四
・
七
％
で
最
も
多
く
、「
問
題
は
な
い
」
が

一
一
・
八
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」
は
一
七
・
六
％
、合
わ
せ
て
二
九
・
四
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
問
題
が
あ
る
」

が
七
・
一
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
は
一
八
・
八
％
、
合
わ
せ
て
二
五
・
九
％
と
、「
問
題
は
な
い
」
と
「
問
題
が
あ
る
」

は
概
ね
同
じ
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
の
人
事
異
動
で
あ
る
「
組
織
主
導
型
異
動
」
に
対
す
る
問
題
の
認
識
は
高
く
は
な
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い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
組
織
内
公
募
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
四
・
八
％
で
最
も
多
く
、「
問
題
は
な
い
」
が
一
五
・

八
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」
は
一
七
・
〇
％
、
合
わ
せ
て
三
二
・
八
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
問
題
が
あ
る
」
が

七
・
三
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
は
一
五
・
二
％
、
合
わ
せ
て
二
二
・
五
％
と
「
問
題
は
な
い
」
の
方
が
「
問
題
が
あ

る
」
を
上
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
の
人
事
異
動
で
あ
る
「
組
織
主
導
型
異
動
」
に
対
す
る
問
題
の
認

識
は
高
く
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
改
め
て
分
か
る
。

　
「
Ｆ
Ａ
制
度
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
問
題
は
な
い
」
が
三
一
・
三
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」
は
二
一
・
七
％
、

合
わ
せ
て
五
三
・
〇
％
と
「
問
題
は
な
い
」
が
約
半
数
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
問
題
が
あ
る
」
は
二
・
四
％
、「
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
は
六
・
〇
％
、
合
わ
せ
て
八
・
四
％
と
、「
問
題
が
あ
る
」
は
極
め
て
少
数
と
な
っ
て
い
る
。「
Ｆ
Ａ
制
度
」
は

一
部
の
自
治
体
で
検
討
や
実
施
が
始
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
そ
の
概
念
の
普
及
が
不
十
分
で
あ
り
、
メ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
問
題
認
識
の
低
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
専
門
職
制
度
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
八
・
二
％
で
最
も
多
く
、「
問
題
は
な
い
」
が
九
・
〇

％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」
は
一
三
・
九
％
、
合
わ
せ
て
二
二
・
九
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
問
題
が
あ
る
」
が
五

・
四
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
は
二
三
・
五
％
、
合
わ
せ
て
二
八
・
九
％
と
、「
問
題
が
あ
る
」
が
「
問
題
は
な
い
」
を

若
干
上
回
っ
て
い
る
。
国
で
は
「
平
成
一
九
年
人
事
院
勧
告
」
に
お
け
る
「
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告
」
の
中
で
「
複
線
型
人
事
管

理
に
向
け
た
環
境
整
備
」
が
盛
り
込
ま
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
二
〇
〇
八
年
度
よ
り
「
専
門
ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
」
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
に
「
複
線
型
人
事
制
度
」
や
「
専
門
職
制
度
」
が
近
年
急
速
に
注
目
さ
れ
、
人
事
行
政
課
題
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と

い
う
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
自
治
体
に
お
け
る
実
際
の
問
題
認
識
は
低
い
と
い
え
る
。

　
「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
問
題
が
あ
る
」
が
五
九
・
九
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
が
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六
一

一
九
・
八
％
、
合
わ
せ
て
七
九
・
七
％
と
、「
問
題
が
あ
る
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
。
自
治
体
区
分
別
の
特
徴
も
あ
り
、
自
治
体
規
模

が
大
き
い
ほ
ど
「
問
題
が
あ
る
」
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
公
務
員
の
人
事
シ
ス
テ
ム
の
中
で
人
事
評
価
の
役
割
・
位
置
付
け
は

大
き
く
、「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
」
は
そ
の
人
事
評
価
の
最
も
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
を
前
述
し
た
が
、「
上
司
に
よ
る
人

事
評
価
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
の
問
題
認
識
に
つ
い
て
も
極
め
て
高
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
分

限
処
分
降
任
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
問
題
が
あ
る
」
が
五
七
・
七
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
は
二
八
・
六
％
、

合
わ
せ
て
八
六
・
三
％
と
「
問
題
が
あ
る
」
が
極
め
て
多
数
と
な
っ
て
い
た
が
、「
勤
務
評
定
」
と
「
分
限
処
分
」
は
と
も
に
地
方
公
務

員
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
法
律
上
の
制
度
で
あ
り
、
両
者
が
実
施
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
問
題
認
識
が
高
い
こ
と
か
ら
、
法
制
度
が
実

施
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
や
は
り
問
題
の
認
識
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
部
下
に
よ
る
人
事
評
価
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
五
〇
・
三
％
で
最
も
多
く
、「
問
題
は
な
い
」

が
一
一
・
四
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」
は
一
二
・
六
％
、
合
わ
せ
て
二
四
・
〇
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
問
題
が

あ
る
」
が
四
・
二
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
は
二
一
・
六
％
、
合
わ
せ
て
二
五
・
八
％
と
、「
問
題
は
な
い
」
と
「
問
題

が
あ
る
」
は
概
ね
同
じ
と
な
っ
て
い
る
。
人
事
評
価
の
最
も
基
本
で
あ
る
「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
」
に
比
べ
て
「
部
下
に
よ
る
人
事
評

価
」
は
さ
ら
に
次
の
段
階
の
改
革
で
あ
る
た
め
、「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
」
に
比
べ
て
問
題
認
識
は
相
当
低
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
「
外
部
団
体
と
の
人
事
交
流
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
六
・
一
％
で
最
も
多
く
、「
問
題
は
な
い
」

が
一
五
・
二
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」
は
一
四
・
五
％
、
合
わ
せ
て
二
九
・
七
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
問
題
が

あ
る
」
が
四
・
八
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
は
一
九
・
四
％
、
合
わ
せ
て
二
四
・
二
％
と
、「
問
題
は
な
い
」
が
「
問
題

が
あ
る
」
を
若
干
上
回
っ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、「
外
部
団
体
と
の
人
事
交
流
」
に
は
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、「
外

部
団
体
と
の
人
事
交
流
」
が
な
い
こ
と
に
対
し
て
の
問
題
認
識
は
低
い
と
い
う
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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「
天
下
り
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
五
三
・
四
％
で
最
も
多
く
、「
問
題
は
な
い
」
が
二
五
・
八
％
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」
は
一
五
・
三
％
、
合
わ
せ
て
四
一
・
一
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
問
題
が
あ
る
」
が
一
・
八
％
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
が
あ
る
」
は
三
・
七
％
、
合
わ
せ
て
五
・
五
％
と
、「
問
題
は
な
い
」
が
「
問
題
が
あ
る
」
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。
自
治
体
区
分
別
の
特
徴
も
あ
り
、
自
治
体
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
「
問
題
が
あ
る
」
の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
「
特
別
職
ポ
ス
ト
へ
の
置
換
え
な
し
の
問
題
」
に
つ
い
て
は
、「
問
題
は
な
い
」
が
五
三
・
六
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
問
題
は
な
い
」

は
一
二
・
〇
％
、
合
わ
せ
て
六
五
・
六
％
と
「
問
題
は
な
い
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
。

　

三　
「
今
後
の
取
組
み
に
対
す
る
必
要
性
の
認
識
」
の
集
計
と
分
析

　

本
節
で
は
、
各
自
治
体
に
お
け
る
今
後
の
新
し
い
人
事
シ
ス
テ
ム
改
革
の
取
組
み
に
対
す
る
必
要
性
の
認
識
に
つ
い
て
の
問
で
あ
る

「
今
後
の
取
組
み
に
対
す
る
必
要
性
の
認
識
」（
問
₃
）
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
な
お
本
問
は
、「
今
後
の
取
組
み
に
対
す
る

必
要
性
の
認
識
」
と
い
う
設
問
で
あ
る
た
め
、
す
で
に
実
施
済
み
の
自
治
体
に
つ
い
て
は
除
外
し
て
い
る
。

　

は
じ
め
に
問
₃
の
集
計
結
果
全
体
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
問
₃
の
集
計
結
果
の
全
体
に
つ
い
て
は
、〔
表―

８
〕
お
よ
び
〔
図―

４
〕
の

と
お
り
で
あ
る
。「
必
要
で
あ
る
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
分
限
処
分
降
任
の
実
施
」（
三
九
・
二
％
）、「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
」

（
四
三
・
八
％
）
で
あ
る
。「
必
要
で
な
い
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
年
齢
制
限
の
撤
廃
」（
三
九
・
九
％
）、「
学
歴
制
限
の
撤
廃
」（
三

一
・
七
％
）、「
特
別
職
ポ
ス
ト
へ
の
置
換
え
」（
四
二
・
三
％
）
で
あ
る
。

　
「
年
齢
制
限
の
撤
廃
」
に
つ
い
て
は
、「
必
要
で
な
い
」
が
三
九
・
九
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
二
七
・
八
％
、
合

わ
せ
て
六
七
・
七
％
と
「
必
要
で
な
い
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
学
歴
制
限
の
撤
廃
」
に
つ
い
て
は
、「
必
要
で
な
い
」
が
三
一
・
七
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
三
〇
・
五
％
、
合

わ
せ
て
六
二
・
二
％
と
「
必
要
で
な
い
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
。「
年
齢
制
限
の
撤
廃
」
と
「
学
歴
制
限
の
撤
廃
」
は
と
も
に
採
用
試

験
に
お
け
る
制
限
撤
廃
の
改
革
で
あ
り
、
多
様
な
人
材
を
確
保
で
き
る
、
中
高
年
齢
・
低
学
歴
者
に
も
職
員
採
用
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
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　〔表―8〕　今後の取組みに対する必要性の認識（問 3）

　 必要でない
どちらかと
いえば必要
でない

どちらとも
言えない

どちらかと
いえば必要
である

必要である

年齢制限の撤廃

（Ｎ＝₁₅₈）

₆₃ ₄₄ ₄₀ ₈ ₃

₃₉.₉％ ₂₇.₈％ ₂₅.₃％ ₅.₁％ ₁.₉％

学歴制限の撤廃

（Ｎ＝₈₂）

₂₆ ₂₅ ₂₄ ₄ ₃

₃₁.₇％ ₃₀.₅％ ₂₉.₃％ ₄.₉％ ₃.₇％

終身雇用原則の見直し

（Ｎ＝₁₆₆）

₄₂ ₃₅ ₇₃ ₁₃ ₃

₂₅.₃％ ₂₁.₁％ ₄₄.₀％ ₇.₈％ ₁.₈％

年功序列原則の見直し

（Ｎ＝₈₉）

₇ ₇ ₃₄ ₃₆ ₅

₇.₉％ ₇.₉％ ₃₈.₂％ ₄₀.₄％ ₅.₆％

内部補充原則の見直し

（Ｎ＝₁₅₉）

₄₉ ₃₁ ₆₉ ₇ ₃

₃₀.₈％ ₁₉.₅％ ₄₃.₄％ ₄.₄％ ₁.₉％

外部公募採用

（Ｎ＝₁₂₃）

₂₄ ₂₈ ₆₁ ₉ ₁

₁₉.₅％ ₂₂.₈％ ₄₉.₆％ ₇.₃％ ₀.₈％

昇任試験

（Ｎ＝₁₁₄）

₁₄ ₁₃ ₆₄ ₁₈ ₅

₁₂.₃％ ₁₁.₄％ ₅₆.₁％ ₁₅.₈％ ₄.₄％

昇任希望者限定

（Ｎ＝₁₂₉）

₂₂ ₂₉ ₆₀ ₁₅ ₃

₁₇.₁％ ₂₂.₅％ ₄₆.₅％ ₁₁.₆％ ₂.₃％

希望降任制度

（Ｎ＝₇₈）

₃ ₇ ₂₇ ₃₁ ₁₀

₃.₈％ ₉.₀％ ₃₄.₆％ ₃₉.₇％ ₁₂.₈％

分限処分降任の実施

（Ｎ＝₇₉）

₂ ₂ ₁₃ ₃₁ ₃₁

₂.₅％ ₂.₅％ ₁₆.₅％ ₃₉.₂％ ₃₉.₂％

本人の選択余地拡大

（Ｎ＝₁₀₉）

₉ ₁₃ ₅₃ ₂₉ ₅

₈.₃％ ₁₁.₉％ ₄₈.₆％ ₂₆.₆％ ₄.₆％

組織内公募

（Ｎ＝₁₁₀）

₁₆ ₁₅ ₅₂ ₂₃ ₄

₁₄.₅％ ₁₃.₆％ ₄₇.₃％ ₂₀.₉％ ₃.₆％

ＦＡ制度

（Ｎ＝₁₅₁）

₃₅ ₂₅ ₇₅ ₁₄ ₂

₂₃.₂％ ₁₆.₆％ ₄₉.₇％ ₉.₃％ ₁.₃％

専門職制度

（Ｎ＝₁₃₁）

₉ ₁₀ ₆₃ ₃₉ ₁₀

₆.₉％ ₇.₆％ ₄₈.₁％ ₂₉.₈％ ₇.₆％

上司による人事評価

（Ｎ＝₄₈）

₁ ₀ ₁₀ ₁₆ ₂₁

₂.₁％ ₀.₀％ ₂₀.₈％ ₃₃.₃％ ₄₃.₈％
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四

会
を
与
え
る
、
本
人
の
能
力
以
外
で
差
別
し
な
い
と
い
う
能
力
主
義
を
強
化
す
る
と
い
う
効
果
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
両
者
の
取
組
み
に
対
す
る
必
要
性
の
認
識
は
低
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

　
「
終
身
雇
用
原
則
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
四
・
〇
％
で
最
も

多
く
、「
必
要
で
な
い
」
が
二
五
・
三
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
二
一
・
一
％
、

合
わ
せ
て
四
六
・
四
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ
る
」
が
一
・
八
％
、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
は
七
・
八
％
、
合
わ
せ
て
九
・
六
％
と
、「
必
要
で
な
い
」
が
「
必
要
で
あ

る
」
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
「
年
功
序
列
原
則
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、「
必
要
で
な
い
」
が
七
・
九
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
必
要
で
な
い
」
は
七
・
九
％
、
合
わ
せ
て
一
五
・
八
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ

る
」
が
五
・
六
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
は
四
〇
・
四
％
、
合
わ
せ
て
四
六
・
〇

％
と
、「
必
要
で
あ
る
」
が
「
必
要
で
な
い
」
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム

の
柱
で
あ
る
「
年
功
序
列
原
則
」
に
つ
い
て
は
、
問
題
の
認
識
、
お
よ
び
見
直
し
の
必
要
性
の
認
識

の
い
ず
れ
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
「
内
部
補
充
原
則
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
三
・
四
％
で
最
も

多
く
、「
必
要
で
な
い
」
が
三
〇
・
八
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
一
九
・
五
％
、

合
わ
せ
て
五
〇
・
三
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ
る
」
が
一
・
九
％
、「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
は
四
・
四
％
、
合
わ
せ
て
六
・
三
％
と
、「
必
要
で
な
い
」
が
「
必
要
で
あ

る
」
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
従
来
型
人
事
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
で
あ
る
「
閉
鎖
型
任
用
制
」
を
構

部下による人事評価

（Ｎ＝₁₅₄）

₆ ₁₉ ₈₀ ₄₀ ₉

₃.₉％ ₁₂.₃％ ₅₁.₉％ ₂₆.₀％ ₅.₈％

外部団体との人事交流

（Ｎ＝₉₁）

₁₂ ₁₄ ₄₅ ₁₇ ₃

₁₃.₂％ ₁₅.₄％ ₄₉.₅％ ₁₈.₇％ ₃.₃％

天下りの見直し

（Ｎ＝₁₃₉）

₂₁ ₂₀ ₈₉ ₇ ₂

₁₅.₁％ ₁₄.₄％ ₆₄.₀％ ₅.₀％ ₁.₄％

特別職ポストへの置換え

（Ｎ＝₁₆₃）

₆₉ ₃₁ ₆₁ ₁ ₁

₄₂.₃％ ₁₉.₀％ ₃₇.₄％ ₀.₆％ ₀.₆％
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五

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年齢制限の撤廃

学歴制限の撤廃

終身雇用原則の見直し

年功序列原則の見直し

内部補充原則の見直し

外部公募採用

昇任試験

昇任希望者限定

希望降任制度

分限処分降任の実施

本人の選択余地拡大

組織内公募

ＦＡ制度

専門職制度

上司による人事評価

部下による人事評価

外部団体との人事交流

天下りの見直し

特別職ポストへの置換え

必要である
どちらかといえば必要である
どちらとも言えない
どちらかといえば必要でない
必要でない

　〔図―4〕　今後の取組みに対する必要性の認識（問 3）
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自
治
体
の
人
事
に
関
す
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研
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（
二
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四
〇

六
六

成
す
る
基
本
的
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
終
身
雇
用
原
則
」
お
よ
び
「
内
部
補
充
原
則
」
と
も
に
、
問
題
の
認
識
、
お
よ
び
見
直
し
の
必
要
性

の
認
識
の
い
ず
れ
も
低
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
「
外
部
公
募
採
用
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
九
・
六
％
で
最
も
多
く
、「
必
要
で
な
い
」
が
一
九
・
五
％
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
二
二
・
八
％
、
合
わ
せ
て
四
二
・
三
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ
る
」
が
〇
・
八
％
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
は
七
・
三
％
、
合
わ
せ
て
八
・
一
％
と
、「
必
要
で
な
い
」
が
「
必
要
で
あ
る
」
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。

　
「
昇
任
試
験
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
五
六
・
一
％
で
最
も
多
く
、「
必
要
で
な
い
」
が
一
二
・
三
％
、「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
一
一
・
四
％
、
合
わ
せ
て
二
三
・
七
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ
る
」
が
四
・
四
％
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
は
一
五
・
八
％
、
合
わ
せ
て
二
〇
・
二
％
と
、「
必
要
で
な
い
」
と
「
必
要
で
あ
る
」
は
概
ね
同
じ
と

な
っ
て
い
る
。

　
「
昇
任
希
望
者
限
定
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
六
・
五
％
で
最
も
多
く
、「
必
要
で
な
い
」
が
一
七
・
一
％
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
二
二
・
五
％
、
合
わ
せ
て
三
九
・
六
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ
る
」
が
二
・
三
％
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
は
一
一
・
六
％
、
合
わ
せ
て
一
三
・
九
％
と
、「
必
要
で
な
い
」
が
「
必
要
で
あ
る
」
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
る
。「
昇
任
」
に
つ
い
て
は
、「
昇
任
試
験
」
お
よ
び
「
昇
任
希
望
者
限
定
」
と
も
に
、
取
組
み
の
必
要
性
の
認
識
が
低
い
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
「
希
望
降
任
制
度
」
に
つ
い
て
は
、「
必
要
で
な
い
」
が
三
・
八
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
九
・
〇
％
、
合
わ
せ
て

一
二
・
八
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ
る
」
が
一
二
・
八
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
が
三
九
・
七
％
、
合

わ
せ
て
五
二
・
五
％
で
あ
り
、「
必
要
で
あ
る
」
が
「
必
要
で
な
い
」
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　
「
分
限
処
分
降
任
の
実
施
」
に
つ
い
て
は
、「
必
要
で
あ
る
」
が
三
九
・
二
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
が
三
九
・
二
％
、
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合
わ
せ
て
七
八
・
四
％
で
あ
り
、「
必
要
で
あ
る
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
。「
降
任
」
に
つ
い
て
は
、「
希
望
降
任
制
度
」
お
よ
び
「
分

限
処
分
降
任
の
実
施
」
と
も
に
、
取
組
み
の
必
要
性
の
認
識
は
高
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

以
上
か
ら
、「
昇
任
」
に
関
わ
る
「
昇
任
試
験
」
お
よ
び
「
昇
任
希
望
者
限
定
」
と
、「
降
任
」
に
関
わ
る
「
希
望
降
任
制
度
」
お
よ
び

「
分
限
処
分
降
任
の
実
施
」
を
比
較
す
る
と
、「
昇
任
」
に
お
け
る
改
革
の
必
要
性
の
認
識
よ
り
も
「
降
任
」
に
お
け
る
改
革
の
必
要
性
の

認
識
の
方
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
本
人
の
選
択
余
地
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
八
・
六
％
で
最
も
多
く
、「
必
要
で
な
い
」
が
八
・
三
％
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
一
一
・
九
％
、
合
わ
せ
て
二
〇
・
二
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ
る
」
が
四
・
六

％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
は
二
六
・
六
％
、
合
わ
せ
て
三
一
・
二
％
と
、「
必
要
で
あ
る
」
が
「
必
要
で
な
い
」
を
上
回

っ
て
い
る
。

　
「
組
織
内
公
募
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
七
・
三
％
で
最
も
多
く
、「
必
要
で
な
い
」
が
一
四
・
五
％
、「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
一
三
・
六
％
、
合
わ
せ
て
二
八
・
一
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ
る
」
が
三
・
六
％
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
は
二
〇
・
九
％
、
合
わ
せ
て
二
四
・
五
％
と
、「
必
要
で
な
い
」
が
「
必
要
で
あ
る
」
を
上
回
っ
て
い

る
。

　
「
Ｆ
Ａ
制
度
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
九
・
七
％
で
最
も
多
く
、「
必
要
で
な
い
」
が
二
三
・
二
％
、「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
一
六
・
六
％
、
合
わ
せ
て
三
九
・
八
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ
る
」
が
一
・
三
％
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
は
九
・
三
％
、
合
わ
せ
て
一
〇
・
六
％
と
、「
必
要
で
な
い
」
が
「
必
要
で
あ
る
」
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。

　
「
組
織
内
公
募
」
お
よ
び
「
Ｆ
Ａ
制
度
」
に
は
、
人
材
発
掘
手
段
、
人
材
活
性
化
策
、
組
織
活
性
化
策
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
職
員
の
能
力
開
発
意
欲
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
が
、
自
治
体
に
お
け
る
問
題
の
認
識
お
よ
び
取
組
み
の
必
要
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治
体
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四
二

六
八

性
の
認
識
は
い
ず
れ
も
低
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
総
論
と
し
て
両
者
が
含
ま
れ
る
「
本
人
の
選
択
余
地
拡
大
」

に
つ
い
て
は
、
問
題
の
認
識
は
大
き
く
な
い
も
の
の
、
取
組
み
の
必
要
性
の
認
識
は
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　
「
専
門
職
制
度
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
八
・
一
％
で
最
も
多
く
、「
必
要
で
な
い
」
が
六
・
九
％
、「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
七
・
六
％
、
合
わ
せ
て
一
四
・
五
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ
る
」
が
七
・
六
％
、「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
が
二
九
・
八
％
、
合
わ
せ
て
三
七
・
四
％
で
あ
り
、「
必
要
で
あ
る
」
が
「
必
要
で
な
い
」
を
上
回
っ
て

い
る
。

　
「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
」
に
つ
い
て
は
、「
必
要
で
あ
る
」
が
四
三
・
八
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
が
三
三
・
三
％
、

合
わ
せ
て
七
七
・
一
％
で
あ
り
、「
必
要
で
あ
る
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
部
下
に
よ
る
人
事
評
価
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
五
一
・
九
％
で
最
も
多
く
、「
必
要
で
な
い
」
が
三
・
九
％
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
一
二
・
三
％
、
合
わ
せ
て
一
六
・
二
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ
る
」
が
五
・
八

％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
は
二
六
・
〇
％
、
合
わ
せ
て
三
一
・
八
％
と
、「
必
要
で
あ
る
」
が
「
必
要
で
な
い
」
を
上
回

っ
て
い
る
。「
人
事
評
価
」
に
つ
い
て
は
、「
上
司
に
よ
る
人
事
評
価
」
お
よ
び
「
部
下
に
よ
る
人
事
評
価
」
と
も
に
、
取
組
み
の
必
要
性

の
認
識
は
高
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
「
外
部
団
体
と
の
人
事
交
流
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
四
九
・
五
％
で
最
も
多
く
、「
必
要
で
な
い
」
が
一
三
・

二
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
一
五
・
四
％
、
合
わ
せ
て
二
八
・
六
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ
る
」
が

三
・
三
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
は
一
八
・
七
％
、
合
わ
せ
て
二
二
・
〇
％
と
、「
必
要
で
な
い
」
が
「
必
要
で
あ
る
」

を
若
干
上
回
っ
て
い
る
。

　
「
天
下
り
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
、「
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
」
が
六
四
・
〇
％
で
最
も
多
く
、「
必
要
で
な
い
」
が
一
五
・
一
％
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
一
四
・
四
％
、
合
わ
せ
て
二
九
・
五
％
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
必
要
で
あ
る
」
が
一
・
四
％
、
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六
九

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
あ
る
」
は
五
・
〇
％
、
合
わ
せ
て
六
・
四
％
と
、「
必
要
で
な
い
」
が
「
必
要
で
あ
る
」
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。

　
「
特
別
職
ポ
ス
ト
へ
の
置
換
え
」
に
つ
い
て
は
、「
必
要
で
な
い
」
が
四
二
・
三
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
必
要
で
な
い
」
は
一
九
・

〇
％
、
合
わ
せ
て
六
一
・
三
％
で
あ
り
、「
必
要
で
な
い
」
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
。

　
︹
訂
正
と
お
詫
び
︺

　

前
号
（
89
巻
十
一
号
）
で
取
り
上
げ
ま
し
た
「
現
在
の
人
事
に
お
け
る
取
組
み
状
況
」（
問
₁
）
の
項
目
で
あ
る
「
専
門
職
制
度
」
に
つ
い
て
、

そ
の
概
念
図
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

 

（
つ
づ
く
） 

〔図〕　専門職制度の概念図
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